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(57)【要約】
【課題】所定のスペクトルの光を出射することができる
光学デバイスを提供すること。
【解決手段】光学デバイスであって、入射光の伝搬方向
に沿って配列された複数の偏光子と、複数の偏光子の間
に設けられ、伝搬方向に沿って配置された偏光子の透過
軸と所定の角度をなす遅相軸を有する第１位相子と、第
１位相子と伝搬方向に沿って配置された偏光子との間に
設けられ、略同一の位相差を入射光に与える第２位相子
とを備え、第２位相子の遅相軸の角度は、入射光におけ
る所定の波長領域の光を光学デバイスが透過すべく調整
される。
【選択図】図１



(2) JP 2009-192765 A 2009.8.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学デバイスであって、
　入射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、
　複数の前記偏光子の間に設けられ、前記伝搬方向に沿って配置された前記偏光子の透過
軸と所定の角度をなす遅相軸を有する第１位相子と、
　前記第１位相子と前記伝搬方向に沿って配置された前記偏光子との間に設けられ、略同
一の位相差を前記入射光に与える第２位相子と
　を備え、
　前記第２位相子の遅相軸の角度は、前記入射光における所定の波長領域の光を前記光学
デバイスが透過すべく調整される
光学デバイス。
【請求項２】
　複数の前記偏光子は略同一の方向の透過軸を有する
請求項１に記載の光学デバイス。
【請求項３】
　前記第２位相子は、１／２波長板である
請求項２に記載の光学デバイス。
【請求項４】
　前記第１位相子は、前記偏光子の透過軸と４５度の角度をなす遅相軸を有する
請求項３に記載の光学デバイス。
【請求項５】
　前記第１位相子が前記入射光に与える位相差は、前記入射光に含まれる所定の波長領域
の光を透過すべくさらに調整される
請求項４に記載の光学デバイス。
【請求項６】
　前記偏光子は、入射光の伝搬方向に沿って３以上配列されており、
　前記第１位相子は、３以上の前記偏光子の間にそれぞれ設けられており、
　前記第２位相子は、前記伝搬方向に沿って直後に配置された前記偏光子と前記第１位相
子との間にそれぞれ設けられる
請求項５に記載の光学デバイス。
【請求項７】
　複数の前記第２位相子の遅相軸のそれぞれの角度は、前記入射光に含まれる所定の波長
領域の光を透過すべき透過量に応じて調整される
請求項６に記載の光学デバイス。
【請求項８】
　複数の前記第１位相子がそれぞれ前記入射光に与える位相差は、前記入射光に含まれる
所定の波長領域の光を透過すべき透過量に応じて調整される
請求項７に記載の光学デバイス。
【請求項９】
　複数の前記偏光子、前記第１位相子、および前記第２位相子により形成される光学素子
がマトリクス上に複数配列される
請求項４に記載の光学デバイス。
【請求項１０】
　光の偏光方向に対する前記複数の偏光子の光透過特性はさらに、前記入射光における所
定の波長領域の光を前記光学デバイスが透過すべく調整される
請求項１に記載の光学デバイス。
【請求項１１】
　前記偏光子の透過軸と他の偏光子の透過軸とがなす角度は、前記入射光における所定の
波長領域の光を前記光学デバイスが透過すべく調整される
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請求項１０に記載の光学デバイス。
【請求項１２】
　複数の前記偏光子のうちの少なくともいずれかの前記偏光子の透過軸と前記入射光の伝
搬方向とがなす角度は、前記入射光における所定の波長領域の光を前記光学デバイスが透
過すべく調整される
請求項１１に記載の光学デバイス。
【請求項１３】
　複数の前記偏光子のうちの少なくともいずれかの前記偏光子の透過軸は、前記入射光に
おける所定の波長領域の光を前記光学デバイスが透過すべく、前記入射光の伝搬方向に垂
直な面と異なる面内にある
請求項１２に記載の光学デバイス。
【請求項１４】
　複数の前記偏光子のうちの少なくともいずれかの前記偏光子の消光比は、前記入射光に
おける所定の波長領域の光を前記光学デバイスが透過すべく、予め定められた値より低い
消光比を有する
請求項１１に記載の光学デバイス。
【請求項１５】
　光学デバイスであって、
　入射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、
　複数の前記偏光子の間に設けられ、前記伝搬方向に沿って配置された前記偏光子の透過
軸と所定の角度をなす遅相軸を有する第１位相子と
　を備え、
　光の偏光方向に対する前記複数の偏光子の光透過特性は、前記入射光における所定の波
長領域の光を前記光学デバイスが透過すべく調整される
光学デバイス。
【請求項１６】
　前記偏光子の透過軸と他の偏光子の透過軸とがなす角度は、前記入射光における所定の
波長領域の光を前記光学デバイスが透過すべく調整される
請求項１５に記載の光学デバイス。
【請求項１７】
　複数の前記偏光子のうちの少なくともいずれかの前記偏光子の透過軸と前記入射光の伝
搬方向とがなす角度は、前記入射光における所定の波長領域の光を前記光学デバイスが透
過すべく調整される
請求項１５に記載の光学デバイス。
【請求項１８】
　複数の前記偏光子のうちの少なくともいずれかの前記偏光子の透過軸は、前記入射光に
おける所定の波長領域の光を前記光学デバイスが透過すべく、前記入射光の伝搬方向に垂
直な面と異なる面内にある
請求項１７に記載の光学デバイス。
【請求項１９】
　複数の前記偏光子のうちの少なくともいずれかの前記偏光子の消光比は、前記入射光に
おける所定の波長領域の光を前記光学デバイスが透過すべく、予め定められた値より低い
消光比を有する
請求項１５に記載の光学デバイス。
【請求項２０】
　前記第１位相子が前記入射光に与える位相差は、前記入射光に含まれる所定の波長領域
の光を透過すべくさらに調整される
請求項１５に記載の光学デバイス。
【請求項２１】
　光学デバイスと、
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　物体の画像を取得する画像取得部と、
　前記画像に含まれる前記物体を示すオブジェクトを検出する検出部と、
　オブジェクトに対応づけて、当該オブジェクトが示す物体からの光のスペクトルを格納
するスペクトル情報格納部と、
　前記検出部が検出したオブジェクトに対応づけて前記スペクトル情報格納部が格納して
いるスペクトルに応じて、前記光学デバイスの分光透過率を制御する制御部と
　を備え、
　前記光学デバイスは、入射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、
　複数の前記偏光子の間に設けられ、前記伝搬方向に沿って配置された前記偏光子の透過
軸と所定の角度をなす遅相軸を有する第１位相子と、
　前記第１位相子と前記伝搬方向に沿って配置された前記偏光子との間に設けられ、略同
一の位相差を前記入射光に与える第２位相子と
　を有し、
　前記制御部は、前記検出部が検出したオブジェクトに対応づけて前記スペクトル情報格
納部が格納しているスペクトルに応じて、前記入射光における所定の波長領域の光を前記
光学デバイスが透過すべく、前記第２位相子の遅相軸の角度を調整する
光学システム。
【請求項２２】
　前記制御部はさらに、前記検出部が検出したオブジェクトに対応づけて前記スペクトル
情報格納部が格納しているスペクトルに応じて、前記入射光における所定の波長領域の光
を前記光学デバイスが透過すべく、前記第１位相子が前記入射光に与える位相差を調整す
る
請求項２１に記載の光学システム。
【請求項２３】
　光学デバイスと、
　物体の画像を取得する画像取得部と、
　前記画像に含まれる前記物体を示すオブジェクトを検出する検出部と、
　オブジェクトに対応づけて、当該オブジェクトが示す物体からの光のスペクトルを格納
するスペクトル情報格納部と、
　前記検出部が検出したオブジェクトに対応づけて前記スペクトル情報格納部が格納して
いるスペクトルに応じて、前記光学デバイスの分光透過率を制御する制御部と
　を備え、
　前記光学デバイスは、入射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、
　複数の前記偏光子の間に設けられ、前記伝搬方向に沿って配置された前記偏光子の透過
軸と所定の角度をなす遅相軸を有する第１位相子と、
　入射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、
　複数の前記偏光子の間に設けられ、前記伝搬方向に沿って配置された前記偏光子の透過
軸と所定の角度をなす遅相軸を有する第１位相子と
　を有し、
　前記制御部は、前記検出部が検出したオブジェクトに対応づけて前記スペクトル情報格
納部が格納しているスペクトルに応じて、前記入射光における所定の波長領域の光を前記
光学デバイスが透過すべく、光の偏光方向に対する前記複数の偏光子の光透過特性を調整
する
光学システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学デバイスおよび光学システムに関する。本発明は、特に、光を透過する
光学デバイスおよび当該光学デバイスを利用した光学システムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　強誘電性液晶物質を調整要素として用いる調整可能光学フィルタが知られている（例え
ば、特許文献１参照。）。また、液晶を用いた波長可変カラーフィルタが知られている（
例えば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特許２９７１９４５号明細書
【特許文献２】特開２０００―２６７１２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献に記載の技術によると、特定の波長域以外の波長領域の光
は遮光されてしまう。このため、なだらかな分布を持つスペクトル等のように、望ましい
任意のスペクトルの出射光を得ることができない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の形態によると、光学デバイスであって、入
射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、複数の偏光子の間に設けられ、伝搬
方向に沿って配置された偏光子の透過軸と所定の角度をなす遅相軸を有する第１位相子と
、第１位相子と伝搬方向に沿って配置された偏光子との間に設けられ、略同一の位相差を
入射光に与える第２位相子とを備え、第２位相子の遅相軸の角度は、入射光における所定
の波長領域の光を光学デバイスが透過すべく調整される。
【０００５】
　本発明の第２の形態によると、光学デバイスであって、入射光の伝搬方向に沿って配列
された複数の偏光子と、複数の偏光子の間に設けられ、伝搬方向に沿って配置された偏光
子の透過軸と所定の角度をなす遅相軸を有する第１位相子とを備え、光の偏光方向に対す
る複数の偏光子の光透過特性は、入射光における所定の波長領域の光を光学デバイスが透
過すべく調整される。
【０００６】
　本発明の第３の形態によると、光学システムであって、光学デバイスと、物体の画像を
取得する画像取得部と、画像に含まれる物体を示すオブジェクトを検出する検出部と、オ
ブジェクトに対応づけて、当該オブジェクトが示す物体からの光のスペクトルを格納する
スペクトル情報格納部と、検出部が検出したオブジェクトに対応づけてスペクトル情報格
納部が格納しているスペクトルに応じて、光学デバイスの分光透過率を制御する制御部と
を備え、光学デバイスは、入射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、複数の
偏光子の間に設けられ、伝搬方向に沿って配置された偏光子の透過軸と所定の角度をなす
遅相軸を有する第１位相子と、第１位相子と伝搬方向に沿って配置された偏光子との間に
設けられ、略同一の位相差を入射光に与える第２位相子とを有し、制御部は、検出部が検
出したオブジェクトに対応づけてスペクトル情報格納部が格納しているスペクトルに応じ
て、入射光における所定の波長領域の光を光学デバイスが透過すべく、第２位相子の遅相
軸の角度を調整する。
【０００７】
　本発明の第４の形態によると、光学システムであって、光学デバイスと、物体の画像を
取得する画像取得部と、画像に含まれる物体を示すオブジェクトを検出する検出部と、オ
ブジェクトに対応づけて、当該オブジェクトが示す物体からの光のスペクトルを格納する
スペクトル情報格納部と、検出部が検出したオブジェクトに対応づけてスペクトル情報格
納部が格納しているスペクトルに応じて、光学デバイスの分光透過率を制御する制御部と
を備え、光学デバイスは、入射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、複数の
偏光子の間に設けられ、伝搬方向に沿って配置された偏光子の透過軸と所定の角度をなす
遅相軸を有する第１位相子と、入射光の伝搬方向に沿って配列された複数の偏光子と、複
数の偏光子の間に設けられ、伝搬方向に沿って配置された偏光子の透過軸と所定の角度を
なす遅相軸を有する第１位相子とを有し、制御部は、検出部が検出したオブジェクトに対
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応づけてスペクトル情報格納部が格納しているスペクトルに応じて、入射光における所定
の波長領域の光を光学デバイスが透過すべく、光の偏光方向に対する複数の偏光子の光透
過特性を調整する。
【０００８】
　なお、上記の発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではない。また
、これらの特徴群のサブコンビネーションもまた、発明となりうる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態は特許請求の範
囲にかかる発明を限定するものではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組
み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００１０】
　図１は、一実施形態における光デバイス１００の一例を示す。本実施形態の光デバイス
１００は、望ましいスペクトルの光を生成することを目的とする。光デバイス１００は、
光学素子１０５および光源１５０を備える。光学素子１０５は、複数の偏光子１１０ａ、
ｂ（以下、偏光子１１０と総称する。）と、複数の第１位相子１２１ａ、ｂ（以下、第１
位相子１２１と総称する。）と、複数の第２位相子１２２ａ、ｂ（以下、第２位相子１２
２と総称する。）とを有する。なお、光学素子１０５は、この発明における光学デバイス
として機能する。
【００１１】
　光源１５０は、光学素子１０５へと入射する光を発光する。一例として、光源１５０は
白色光を発光する。偏光子１１０は入射光の伝搬方向に沿って配列されている。具体的に
は、偏光子１１０は、光源１５０からの光が伝搬する伝搬方向に沿って配列されている。
なお、光源１５０は、偏光子１１０ａの透過軸方向に偏光した光を含む光を発光する。例
えば、光源１５０は、非偏光の光を発光してよい。また、光源１５０は、偏光子１１０ａ
の透過軸方向に偏光した光を発光してもよい。
【００１２】
　第１位相子１２１は、複数の偏光子１１０の間に設けられている。なお、第１位相子１
２１は、入射光の伝搬方向に沿って配列されている。そして、第１位相子１２１は、入射
光の伝搬方向に沿って配置された偏光子１１０の透過軸と所定の角度をなす遅相軸を有す
る。例えば、第１位相子１２１ａおよび第１位相子１２１ｂの遅相軸は、偏光子１１０の
透過軸に対してθ１の角度を有する。また、第１位相子１２１ａによるリターデーション
をΔ１である場合に、第１位相子１２１ｂによるリターデーションはΔ１の整数倍（ｎΔ

１）であってよい。なお、第１位相子１２１ｂによるリターデーションは、Δ１の整数倍
に限らず、任意に調整された値をとることができる。
【００１３】
　また、第２位相子１２２は、入射光の伝搬方向に沿って配置された偏光子１１０と第１
位相子１２１との間に設けられている。なお、第２位相子１２２は、略同一の位相差を入
射光に与える。ここでは、第２位相子１２２ａおよび第２位相子１２２ｂによるリターデ
ーションはΔ２であるとする。また、第２位相子１２２ａの遅相軸は、偏光子１１０の透
過軸に対してθ２の角度を有する。
【００１４】
　このように、偏光子１１０、第１位相子１２１、第１位相子１２１は、入射光の伝搬方
向に沿って配列されている。そして、第２位相子１２２の遅相軸の角度（θ２）は、入射
光における所定の波長領域の光を光学素子１０５が透過すべく調整され得る。また、第１
位相子１２１が入射光に与える位相差（例えば、Δ１）は、入射光に含まれる所定の波長
領域の光を透過すべく、さらに調整され得る。なお、偏光子１１０は、互いに略同一の方
向の透過軸を有している。一例として、第２位相子１２２は１／２波長板であってよい。
また、第１位相子１２１は、偏光子１１０の透過軸と４５度の角度をなす遅相軸を有して
いる（すなわち、θ１＝４５°）。
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【００１５】
　このように、偏光子１１０は、入射光の伝搬方向に沿って３つ配列されている。そして
、第１位相子１２１は、３の偏光子１１０の間にそれぞれ設けられており、第２位相子１
２２は、伝搬方向に沿って直後に配置された偏光子１１０と第１位相子１２１との間にそ
れぞれ設けられている。なお、偏光子１１０は、入射光の伝搬方向に沿って３以上配列さ
れていてもよい。そして、第１位相子１２１は、３以上の偏光子１１０の間にそれぞれ設
けられており、第２位相子１２２は、伝搬方向に沿って直後に配置された偏光子１１０と
第１位相子１２１との間にそれぞれ設けられている。
【００１６】
　第２位相子１２２の遅相軸のそれぞれの角度は、入射光に含まれる所定の波長領域の光
を透過すべき透過量に応じて調整され得る。また、第１位相子１２１がそれぞれ入射光に
与える位相差は、入射光に含まれる所定の波長領域の光を透過すべき透過量に応じて調整
される。このようにして、光学素子１０５の分光透過率は、所定の値に調整され得る。
【００１７】
　図２は、偏光子１１０ａ、第１位相子１２１ａ、第２位相子１２２ａ、および偏光子１
１０ｂによって形成される１光学ユニットの分光透過率の一例を示す。１光学ユニットを
通過した後の出射光のストークスパラメータ（Ｓ０，Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３）は、以下の式で
表される。なお、以下の式では、光学ユニットへの入射光のストークスパラメータを（１

，０，０，０）としている。
【００１８】
【数１】

【００１９】
　本図のグラフは、第２位相子１２２ａがλ／２板でありθ２を８０°に固定した場合に
おいて、Δ１を１３７．５ｎｍの倍数ずつ増加させた場合に、上記の式により得られた出
射光の強度から算出された分光透過率を示す。なお、ここでは、基準波長λは５５０ｎｍ
とする。
【００２０】
　各分光透過率を示すグラフの上部に記載されたＲｅの値がリターデーションの値を示す
。例えば、最も左上に位置するグラフはθ２＝８０°，Δ１＝０の場合の分光透過率を示
しており、その右方のグラフはθ２＝８０°，Δ１＝１３７．５ｎｍの場合の分光透過率
を示している。
【００２１】
　図３は、θ２を６０°に固定した場合における１光学ユニットの分光透過率の一例を示
す。本図のグラフは、図２の光学ユニットとθ２の値が異なる。また、図２と同様に、基
準波長λは５５０ｎｍとする。
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【００２２】
　具体的には、本図のグラフは、第２位相子１２２ａがλ／２板でありθ２を６０°に固
定して場合において、Δ１を１３７．５ｎｍの倍数ずつ増加させた場合に、上記の式によ
り得られた出射光の強度から算出された分光透過率を示す。本図においても、各分光透過
率を示すグラフの上部に記載されたＲｅの値がリターデーションの値を示す。例えば、最
も左上に位置するグラフはθ２＝６０°，Δ１＝０の場合の分光透過率を示しており、そ
の右方のグラフはθ２＝６０°，Δ１＝１３７．５ｎｍの場合の分光透過率を示している
。
【００２３】
　図４は、２の光学ユニットによる分光透過率の一例を示す。本図の実線は、図２におい
て最も右上に位置するグラフが示す分光透過率（θ２＝８０°，Δ１＝４１２５．５ｎｍ
である場合の分光透過率）を持つ光学ユニットと、図３において最上列の左から３番目の
グラフが示す分光透過率（θ２＝６０°，Δ１＝２７５ｎｍである場合の分光透過率）を
持つ光学ユニットとが入射光の伝搬方向に直列に接続された光学素子１０５の分光透過率
を示す。
【００２４】
　なお、本図の破線は、分光透過率のスケールに合わせた動物の皮膚からの光の分光強度
を示す。したがって、光デバイス１００によると、上記の分光透過率を持つ２つの光学ユ
ニットを組み合わせて形成された光学デバイスに、光源１５０から非偏光な白色光を入射
させると、動物の皮膚からの光のスペクトルを実質的に再現することができる。なお、光
源１５０からの入射光の分光強度および偏光度に応じて、θ２およびΔ１の組み合わせを
変えることによって、所定のスペクトルの光を再現することができることは言うまでもな
い。
【００２５】
　なお、偏光子１１０のそれぞれの透過軸は異なる方向を有してもよい。例えば入射光の
伝搬方向に連続する２つの偏光子１１０の少なくとも一部は、クロスニコルの関係にあっ
てもよい。また、第２位相子１２２のリターデーションは０であるか、第２位相子１２２
は設けられていなくてもよい。また、第１位相子１２１が入射光に与える位相差および偏
光子１１０の透過軸の角度の少なくとも一方が、入射光における所定の波長領域の光を光
学素子１０５が透過すべく調整されてもよい。
【００２６】
　すなわち、上述した第２位相子１２２の角度調整に替えて、或いは当該角度調整に加え
て、光の偏光方向に対する複数の偏光子１１０の光透過特性が、入射光における所定の波
長領域の光を光学素子１０５が透過すべく調整されてよい。例えば、入射光の伝搬方向に
連続して設けられた偏光子１１０の透過軸の相対角度が、直交および平行以外の角度をな
してよい。このように、偏光子１１０の透過軸と他の偏光子１１０の透過軸とがなす角度
が、入射光における所定の波長領域の光を光学素子１０５が透過すべく調整されてよい。
【００２７】
　他にも、複数の偏光子１１０のうちの少なくともいずれかの偏光子１１０の透過軸と入
射光の伝搬方向とがなす角度が、入射光における所定の波長領域の光を光学素子１０５が
透過すべく調整されてよい。例えば、複数の偏光子１１０のうちの少なくともいずれかの
偏光子１１０の透過軸が、入射光における所定の波長領域の光を光学素子１０５が透過す
べく、入射光の伝搬方向に垂直な面と異なる面内にあるよう調整されてよい。具体的には
、１以上の偏光子１１０の透過軸の方向が入射光の進行方向と垂直以外の角度をなすべく
、１以上の偏光子１１０の透過軸が入射光の進行方向に対して傾斜されてよい。
【００２８】
　また、複数の偏光子１１０のうちの少なくともいずれかの偏光子１１０の消光比が、入
射光における所定の波長領域の光を光学素子１０５が透過すべく、予め定められた値より
低い消光比を有してもよい。例えば、１以上の偏光子１１０の消光比が１：１０未満であ
ってよい。なお、予め定められた値とは、１：１０に限られず、光デバイス１００から出
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射すべき光のスペクトルに応じて決定される値であってよいことは言うまでもない。また
、上述した第２位相子１２２の角度調整に替えて、或いは当該角度調整に加えて、偏光子
１１０ａと偏光子１１０ｂとの間、または偏光子１１０ｂと偏光子１１０ｃとの間に、そ
れら偏光子１１０の間を伝搬する光の偏光を少なくとも部分的に解消する偏光解消素子が
、入射光における所定の波長領域の光を光学素子１０５が透過すべく配列されてもよい。
【００２９】
　また、偏光子１１０、第１位相子１２１、および第２位相子１２２により形成される光
学素子１０５がマトリクス上に複数配列されていてもよい。例えば、当該光学素子１０５
が入射光の伝搬方向に垂直な平面上にマトリクス状に複数配列されて、１の光学デバイス
が形成されてよい。このような複数の光学素子１０５により、２次元的に異なるスペクト
ルの光を再現することができる。
【００３０】
　このように、光学素子１０５の分光透過率は自由に調整され得るので、撮像システム用
の色フィルタ、あるいは表示デバイス用の色フィルタとして使用することができる。例え
ば、光学素子１０５は、観察光源に依存しない正確に色再現された画像が求められる医用
システム、あるいはショッピングカタログ用の色フィルタとして使用することもできる。
【００３１】
　図５は、光学システム５００の構成例を示す。光学システム５００は、図１から図４に
関連して説明した光デバイス１００、画像取得部５１０、検出部５２０、スペクトル情報
格納部５４０、および制御部５３０を有する。
【００３２】
　画像取得部５１０は、物体の画像を取得する。画像としては、物体が撮像された撮像画
像を例示することができる。検出部５２０は、画像に含まれる物体を示すオブジェクトを
検出する。例えば、検出部５２０は、オブジェクトマッチング等によって、オブジェクト
を検出することができる。
【００３３】
　スペクトル情報格納部５４０は、オブジェクトに対応づけて、当該オブジェクトが示す
物体からの光のスペクトルを格納している。例えば、スペクトル情報格納部５４０は、動
物の皮膚を示すオブジェクトに対応づけて、動物の皮膚からの光のスペクトルを格納して
いる。そして、制御部５３０は、検出部５２０が検出したオブジェクトに対応づけてスペ
クトル情報格納部５４０が格納しているスペクトルに応じて、光デバイス１００の分光透
過率を制御する。具体的には、制御部５３０は、光デバイス１００の分光透過率を制御し
て、検出部５２０が検出したオブジェクトに対応づけてスペクトル情報格納部５４０が格
納しているスペクトルの光を光デバイス１００から出射させる。
【００３４】
　光デバイス１００の分光透過率は、図１から図４に関連して説明したように、θ２およ
びΔ１によって制御することができる。したがって、制御部５３０は、スペクトル情報格
納部５４０が格納しているスペクトルの光が光デバイス１００から出射されるよう、θ２

およびΔ１を制御する。
【００３５】
　なお、第１位相子１２１は、電界によりリターデーションを制御することができる液晶
素子であってよい。この場合、制御部５３０は、検出部５２０が検出したオブジェクトに
対応づけてスペクトル情報格納部５４０が格納しているスペクトルに応じて、第１位相子
１２１のリターデーションを電界により制御してよい。また、第２位相子１２２は、入射
光の伝搬軸を中心に回転可能に設けられてよい。そして、制御部５３０は、検出部５２０
が検出したオブジェクトに対応づけてスペクトル情報格納部５４０が格納しているスペク
トルに応じて、第２位相子１２２を回転させることによって第２位相子１２２の遅相軸の
角度を調整してよい。
【００３６】
　すなわち、制御部５３０は、検出部５２０が検出したオブジェクトに対応づけてスペク
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域の光を光学素子１０５が透過すべく、第２位相子１２２の遅相軸の角度を調整する。ま
た、制御部５３０はさらに、検出部５２０が検出したオブジェクトに対応づけてスペクト
ル情報格納部５４０が格納しているスペクトルに応じて、入射光における所定の波長領域
の光を光学素子１０５が透過すべく、第１位相子１２１が入射光に与える位相差を調整し
てもよい。
【００３７】
　なお、上述したように、偏光子１１０の光透過特性を調整することができる場合には、
制御部５３０は、検出部５２０が検出したオブジェクトに対応づけてスペクトル情報格納
部５４０が格納しているスペクトルに応じて、入射光における所定の波長領域の光を光学
素子１０５が透過すべく、光の偏光方向に対する複数の偏光子の光透過特性を調整しても
よい。具体的には、制御部５３０は、偏光子１１０の透過軸と他の偏光子１１０の透過軸
とがなす角度、複数の偏光子１１０のうちの少なくともいずれかの偏光子１１０の透過軸
と入射光の伝搬方向とがなす角度、複数の偏光子１１０のうちの少なくともいずれかの偏
光子１１０の消光比を調整してよい。
【００３８】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態
に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態に、多様な変更または改良を加えること
が可能であることが当業者に明らかである。その様な変更または改良を加えた形態も本発
明の技術的範囲に含まれ得ることが、特許請求の範囲の記載から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】一実施形態における光デバイス１００の一例を示す図である。
【図２】偏光子１１０ａ、第１位相子１２１ａ、第２位相子１２２ａ、および偏光子１１
０ｂによって形成される１光学ユニットの分光透過率の一例を示す図である。
【図３】θ２を６０°に固定した場合における１光学ユニットの分光透過率の一例を示す
図である。
【図４】２の光学ユニットによる分光透過率の一例を示す図である。
【図５】光学システム５００の構成例を示す図である。
【符号の説明】
【００４０】
１００　光デバイス
１０５　光学素子
１１０　偏光子
１２１　第１位相子
１２２　第２位相子
１５０　光源
５００　光学システム
５１０　画像取得部
５２０　検出部
５３０　制御部
５４０　スペクトル情報格納部
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